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非常時だからこそ、通常放送でリスナーに寄り添うSBSラジオ
新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、静岡県内でも数多くのイベントが中止・延期となっていますが、SBSラジオの
番組やイベントにも多大な影響が出ています。
昨年に引き続き、静岡市街地で3月20、21の両日、開催を予定していた弊社主催の大型イベント及び公開生放送
『おまちがスタジオ‼ SBS春まつり “まちスタ”』（前号本紙で紹介）も来場者の安全を第一に考え中止としましたが、本
社スタジオから放送するスタイルに形を変え、20日（⾦）は『SBSラジオ Special 2DAYS Program 「聴くディラン」スペ
シャル』（14:00〜18:05）、21日（土）は『SBSラジオ Special 2DAYS Program パーソナリティ大集合︕』
（13:00〜16:00）を放送します。
様々なメディアで「新型コロナウイルス」のニュースが報道されることで、世の中は「閉塞感」で覆われていますが、息苦しい
日々を過ごす人が多い中、「こういう時だからこそ、いつも通りの放送を聴きたい」とのリスナーの声を大切に、SBSラジオは、
特別編成をすることなく、“いつもの時間に”“いつものパーソナリティが”“いつもと同じように楽しいトークとグッドミュージック”を
心掛け、リスナーに寄り添う放送を続けています。
一方、臨時休校で家庭にいる⼩・中・高校生に対しては、レギュラー番組内で子どもたちが出演するクイズコーナーや卒業
式の雰囲気を疑似体験しながら感動を共有する合唱コーナーなど、ラジオ放送を通じて貢献できる企画を実施しました。
引き続き、SBSラジオは、一日も早く「日常」が戻ることを願いながら、リスナーに寄り添った放送を続けていきます。

【速報】 今春の新編成、SBSラジオは大きく変わります。

2017年4月、SBSラジオは大きな改編を⾏いました。それから丸3年が経ったこの春、
平日の生ワイド番組を中心に大改革をします。
まずは、枠切り・放送時間の⾒直しです。リスナーの日常生活に寄り添うため、朝を7
〜9時、午前・昼を9時〜12時台、午後を13〜16時台、16〜18時台の夕方帯を
帰社時間・帰宅時間と再定義し、それぞれのシーンに合わせた番組作りや魅⼒あるコ
ンテンツを編成します。
また、午後ワイドを心機一転、新番組『内⼭絵⾥加の ふくわうち』（月-木 13:00
〜16:00）、『⾦の ふくわうち』（⾦ 13:00〜16:00）をスタートさせます。「SBSラ
ジオを聴く方の午後が福福しい時間になりますように」という願いが込められた番組で、
メーンパーソナリティに“癒し系アナウンサー“と名高い内⼭絵⾥加アナウンサーを起⽤。
年齢や性別にこだわらず、午後の少し疲れた人たちに「安らぎ」という価値を提供する番
組に育てていきます。各番組の詳細は次号で紹介する予定です。


